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就
農
し
て
何
年
目
で
す
か
？

Ａ　
十
二
年
目
で
す
。

Ｑ　
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

�

就
農
す
る
前
は
県
外
に
い
ま
し
た
が
、
地

元
に
戻
り
、
茶
工
場
の
手
伝
い
な
ど
が

き
っ
か
け
で
農
業
に
魅
力
を
感
じ
就
農
し

ま
し
た
。
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何
を
栽
培
し
て
い
ま
す
か
？
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キ
ャ
ベ
ツ
を
五
㌶
、
紅
は
る
か
を
三
十
㌃

栽
培
し
て
い
ま
す
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Ｑ　
今
年
産
の
出
来
は
ど
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で
す
か
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�

台
風
二
十
四
号
で
被
害
を
受
け
、
収
穫
量

が
減
少
し
ま
し
た
。

Ｑ　
今
の
時
期
の
一
日
の
仕
事
の
流
れ
は
？

Ａ　

�

こ
の
時
期
は
、
管
理
作
業
・
農
薬
散
布
・

追
肥
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
い
つ
頃
が
忙
し
い
で
す
か
？

Ａ　
�

三
月
～
五
月
の
収
穫
時
期
、
九
月
の
植
え

付
け
時
期
は
忙
し
い
で
す
。

Ｑ　
農
業
を
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ　

�

収
穫
す
る
と
き
に
、
自
分
が
思
っ
て
い
た

通
り
の
高
品
質
な
作
物
が
出
来
た
と
き
は

嬉
し
か
っ
た
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。

Ｑ　
好
き
な
言
葉
は
？

Ａ　
失
敗
は
成
功
の
も
と
。

Ｑ　

�

休
み
の
日
は
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す

か
？

Ａ　

�

友
人
と
ゴ
ル
フ
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

塗
ぬ る

木
き

　伸
し ん

作
さ く

 さん  （34） 
南九州市知覧町

キャベツ・甘藷栽培農家

試行錯誤を重ね
 面積拡大目指す
　
　高品質の作物を安定的に消費者へ供給できるよう
に、試行錯誤を重ね、日頃の栽培管理に努めています。
　いまは妻と子どもが３人いますので、体調管理には
特に気を付けて、農作業に励んでいきたいと思います。
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ち
ゃ
ぐ
り
ん
秋あ

き

の
遠え

ん
 そ
く足

�

桜さ
く
ら
 じ
ま島
に
つ
い
て
学ま

な

ぼ
う

　

Ｊ
Ａ
南み

な
み

さ
つ
ま
は
11
月が

つ

３
日に

ち

、
鹿か

児ご

島し
ま

市し

の
桜

さ
く
ら

島じ
ま

で
第だ

い

５
回か

い

目め

の
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
を
開か

い

催さ
い

し
ま
し
た
。

　

児じ

童ど
う

29
人に

ん

と
園え

ん

児じ

６
人に

ん

の
35
人に

ん

と
、
保ほ

護ご

者し
ゃ

が
参さ

ん

加か

し
、
秋あ

き

の
遠え

ん

足そ
く

を
行お

こ
な

い
ま
し
た
。

　

桜
さ
く
ら

島じ
ま

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
噴ふ

ん

火か

の

歴れ
き

史し

や
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
○
×
ク
イ
ズ
の
問も

ん

題だ
い

形け
い

式し
き

で
桜

さ
く
ら

島じ
ま

に
つ
い
て
学ま

な

び
ま
し
た
。

　

火か

山ざ
ん

灰ば
い

ア
ー
ト
体た

い

験け
ん

で
は
、
赤あ

か

、
青あ

お

、

黄き

、
緑み

ど
り

な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
火か

山ざ
ん

灰ば
い

を
は
が

き
サ
イ
ズ
の
台だ

い

紙し

に
貼は

り
付つ

け
て
、
子こ

ど
も

た
ち
が
絵え

や
文も

字じ

を
作つ

く

り
ま
し
た
。

　

参さ
ん

加か

し
た
児じ

童ど
う

は
、「
桜

さ
く
ら

島じ
ま

が
と
て
も
近ち

か

く
て
大お

お

き
く
見み

え
た
。
桜

さ
く
ら

島じ
ま

に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
知し

る
こ
と
が
で
き
て
良よ

か
っ
た
」
と
話は

な

し
ま
し
た
。
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私が描く「地域農業協同組合」

農業振興と地域の活性化は全員の力で

Vol.29

南さつま農業協同組合　代表理事組合長 柚木 弘文
　11月11日に原稿に筆を執っています。今、外は朝から
の雨が降り続いています。台風24号以来、久しぶりの
まとまった雨となり秋冬野菜にとって、恵みの雨となっ
たことでしょう。今年は、全国各地で地震、豪雨、台風に
よる大きな災害が相次ぎました。被災された方々に、
改めてお見舞い申し上げます。当管内でも、台風24号・
25号で農作物に大きな被害がありました。風害・塩害
等で約２億４千万円の被害額に上り、住宅棟の被害も
６百棟を超える被害となり、早急なる共済金の支払い
を進めております。また、大根６ha・人参13haは種子の
蒔き直し、抑制カボチャは適熟出荷を余議なくされ
そうな状況であります。恵みの雨もあれば脅威となる
自然もあり、農業の難しさを、この雨を見ながら執筆
しております。先にも執筆しましたように、「自己改革
資金、２千４百万余りの資金」を有効に活用し、柔軟な
予算の執行を行い、農業者の所得確保に努めるよう、
担当部署には指示した所でもあります。
　さて、政府の定める「農協改革集中期間」の期限が、
来年５月に逼って参りました。ＪＡグループでは、来年

１月から２月にかけて、組合員アンケートを実施致し
ます。アンケートの中身は、３年前と比べ「ＪＡの期待度
はどう高まったか」、「自己改革は進んでいるか」など、
全組合員の声を聞くことと致しております。様々な取り
組みの中で、いくらかは評価していただけると思い
ますが、准組合員に対し、事業利用制限が導入されない
よう今後も「さらに変革」を進めたいと考えております。
どうぞアンケートにはご賛同いただき、今後も正准組合
員全体で地域の農業や社会の発展に共にがんばりま
しょう。
　いよいよＴＰＰ11が本年12月30日に発効すること
が決定された旨の報道がありました。併せて日・欧ＥＰＡ
の発効に向けた動きや米国とのＴＡＧ（日本物品貿易
協定）の交渉も始まって参ります。交渉に注視しなけれ
ばなりません。今後も県選出国会議員に対し、私たち
の要望を力強く伝える農政運動を進めなければな
りません。今年も残すところ１ヶ月余りとなりました。
ご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えすることを
ご祈念申し上げ、本年最後のコラムと致します。

南さつま TOPICS南さつま TOPICS南さつま TOPICS南さつま TOPICS

農
業
経
営
者
と
意
見
交
換

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
大
笠
支
所

知
覧
茶
を
提
供
し
激
励

�

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
み
な
み
姫
も
活
躍

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
大
笠
支
所
は
十
月
二

十
六
日
、
支
所
管
内
の
農
業
経
営
者
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
と
農
業
経
営
者
が
顔
を
合
わ
せ

て
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後
の

事
業
運
営
に
生
か
す
目
的
で
、
支
所
管

内
の
農
業
経
営
者
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約

二
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
や
集
荷
方

法
な
ど
に
関
す
る
要
望
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
柚
木
弘
文
組
合
長
は
「
わ
れ
わ
れ
が

早
急
に
改
善
す
べ
き
点
や
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
回
出

さ
れ
た
貴
重
な
意
見
や
要
望
を
糧
に
し

て
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

意見交換をする農業経営者とＪＡ関係者

知覧茶を飲む生徒ら

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
十
月
十
九
日
、
県

立
甲
南
高
等
学
校
の
学
校
行
事
「
薩
摩

半
島
縦
走
」
を
行
っ
て
い
る
生
徒
ら
に

知
覧
茶
を
提
供
し
、
激
励
し
ま
し
た
。

　
職
員
ら
は
、
生
徒
ら
が
Ｊ
Ａ
前
を
通

過
す
る
時
間
に
合
わ
せ
て
茶
や
看
板
を

準
備
し
、
枕
崎
市
か
ら
南
九
州
市
知
覧

町
ま
で
の
行
程
を
走
破
す
る
生
徒
ら
に

「
お
茶
を
飲
ん
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
掛
け
、
知
覧
茶
を
手
渡
し
ま
し

た
。「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
み
な
み
姫
」
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
、
生
徒
ら
を
激
励
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
知
覧
茶
の

振
る
舞
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
く
元
気
が
出
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

金
額
一
八
七
万
八
、一
六
五
円
（
同

六
万
五
、五
一
七
円
高
）
で
、
枝
肉
単

価
と
売
上
額
で
前
回
を
上
回
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
管
内
か
ら
も
八
頭

が
出
品
さ
れ
、
最
優
秀
賞
八
席
に
蔵
前

敏
治
さ
ん
の
「
椿
姫
809
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
販
売
会
に
は
、
購
買
業
者
四
十
二
組

が
参
加
し
ま
し
た
。
威
勢
の
い
い
せ
り

人
の
掛
け
声
で
進
み
、
受
賞
し
た
枝
肉

が
せ
り
に
掛
け
ら
れ
る
と
、
多
く
の
購

買
番
号
札
が
上
が
り
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

蔵
前
敏
治
さ
ん
最
優
秀
賞
八
席

鹿
児
島
県
肉
牛
枝
肉
共
進
会

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
十
一
月
五

日
、
南
九
州
市
知
覧
町
の
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉

か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
、
平
成
三
十
年

度
県
肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
黒
毛
和
種
八
十
頭
（
去
勢
七
十
八

頭
・
雌
二
頭
）
が
出
品
さ
れ
、
最
優
秀

賞
一
席
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
中
山
正
美
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い

ず
み
）
の
「
翔
哉
64
」
が
受
賞
、
過

去
最
高
と
同
等
額
で
あ
る
枝
肉
単
価

一
〇
、〇
〇
〇
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
平
均
は
、
枝
肉
重
量
五
三
三・七

㌔
、
枝
肉
一
㌔
単
価
三
、四
六
七

円
（
前
回
比
一
二
三
円
高
）、
売
上盛大に行われた県肉牛枝肉共進会

出品された枝肉を確認する関係者
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天
草
・
熊
本
城
の
旅
を
満
喫

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
年
金
友
の
会

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
年
金
友
の
会
は
十
月

十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
毎
年
恒

例
の
企
画
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

員
八
十
二
人
が
参
加
し
、
天
草
・
熊
本

城
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
海
中
水
族
館
シ
ー
ド
ー

ナ
ツ
や
天
草
の
き
れ
い
な
海
と
島
々
を

縫
う
よ
う
に
遊
覧
で
き
る
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
め
ぐ
り
遊
覧
船
に
乗
り
、
宿
泊
に
は

天
草
松
島
温
泉
に
浸
か
り
心
身
と
も
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
無
病
息
災
な
ど
に
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
た
ミ
ニ
鳥
居
が
保
存

さ
れ
て
い
る
粟
嶋
神
社
や
熊
本
城
を
観

光
し
、充
実
し
た
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。知覧支部の参加者ら

枕崎・川辺支部の参加者ら加世田支部の参加者ら
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全体運…勢いはあるものの、ちょっとしたことでペースを崩しがち。いつまでも過去を引きずらないで。芸術鑑賞につき
健康運…リラックスしていると運気に好影響あり　　幸運を呼ぶ食べ物…サツマイモふたご座ふたご座

5月21日～
　6月21日

全体運…あれこれ考え過ぎてしまいそう。悩むより、ぶつかってみるのがベストです。開運には部屋の掃除や整理整頓を
健康運…スポーツに励むと、大いに楽しめるはず　　幸運を呼ぶ食べ物…イイダコ かに座かに座

6月22日～
　7月22日

12月の運勢12月の運勢

秋の豊祭「ほぜどん」優雅に
坊津町八坂神社

収穫楽しみ～
南さつま市立笠沙小学校

冬野菜苗植え付け・種まき体験
大浦保育園

　南さつま市坊津町坊地区の八坂神社で 10 月 21 日、
豊作や豊漁、無病息災を祈る還幸行列「ほぜどん」が行
われました。
　京風の優雅な行列が集落を回り、見物客を魅了しまし
た。
　行列には、十二冠女（じゅうにかんめ）と呼ばれる華
やかな和服姿の女児７人が、保護者に付き添われながら
優雅に練り歩きました。頭上に載せた「サイセンバコ」
には、沿道の見物客から「おひねり」が投げ入れられま
した。

坊津

笠沙 大浦

　南さつま市立笠沙小学校の１年生７人と２年生３人は
10月23日、食農教育の一環で、冬野菜の種まきを行い
ました。
　児童らは、南さつま市の職員とＪＡの職員の指導のも
と、大根と人参の種を一つひとつ丁寧にまき、成長を願っ
て水を撒きました。
　児童は「初めて種をまきました。こんな小さい種から
大根ができるなんて信じられない。はやく収穫がしたい」
と話しました。
　大根と人参は学校の給食で食べる予定です。

　大浦保育園の園児15人は10月25日、食農教育の一環
で冬野菜の苗植え付けと種まき体験をしました。
　南さつま市の職員とＪＡ職員が指導し、園児らは桜島
大根、ニンジン、ハクサイ、ブロッコリーの４種類の植
え付けや種まきを行い、水を掛けて成長を願いました。
　園児は「桜島大根がどのくらい大きくなるのか楽しみ。
早く大きくなってほしい。大切に育てる」と話しました。
　今後は生育観察や除草作業を行います。

柏木広報委員柳元広報委員

宮田広報委員
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全体運…勢いはあるものの、ちょっとしたことでペースを崩しがち。いつまでも過去を引きずらないで。芸術鑑賞につき
健康運…リラックスしていると運気に好影響あり　　幸運を呼ぶ食べ物…サツマイモふたご座ふたご座

5月21日～
　6月21日

全体運…あれこれ考え過ぎてしまいそう。悩むより、ぶつかってみるのがベストです。開運には部屋の掃除や整理整頓を
健康運…スポーツに励むと、大いに楽しめるはず　　幸運を呼ぶ食べ物…イイダコ かに座かに座

6月22日～
　7月22日

12月の運勢12月の運勢

勝目の太鼓踊り
竹屋神社に奉納

荘厳な踊り奉納　
鹿篭の太鼓踊り

五穀豊穣に感謝
加世田津貫天卸中主神社

趣味で広めよう文化の絆
知覧で文化祭

　南九州市川辺町勝目地区の竹屋神社で10月21日、祖
霊供養と豊作に感謝する「勝目の太鼓踊り」が行われま
した。
　鉦（かね）や太鼓をたたく「中入り」と呼ばれる花笠（が
さ）と振り袖を身に着けた４人を中心に、それを囲むよ
うに胸に太鼓をつるした「脇太鼓」（ワッデコ）と呼ば
れる35人が踊りを奉納しました。
　奉納後は、夜まで地区の集落を巡り、踊りを披露しま
した。
　保存会の小山勝秋会長は「後継者を育てて、勝目の太
鼓踊りを長く続けていきたい」と話しました。

　枕崎市鹿篭地区の南方神社と妙見神社で10月28日、
29日の２日間、太鼓踊りが奉納されました。
　山下・水流太鼓踊り保存会、東鹿篭太鼓踊り保存会、
山口棒踊り保存会が踊りを披露し地区内を回り、ＪＡ南
さつまの職員も参加しました。
　太鼓踊りは薩摩藩の島津義弘が、兵の士気を鼓舞する
ために踊らせたのが始まりと言われており、振袖に花笠
姿の鉦（かね）打ちと入れ殻、浴衣姿に顔の前にベール
の様に布を覆った大太鼓の約20名で構成され、円陣を
組み荘厳な踊りを奉納しました。

　五穀豊穣を神に感謝する「津貫豊祭太鼓踊」が10月
27日、南さつま市加世田津貫の天卸中主神社で行われ
ました。
　鎌倉幕府開設の祝いとして始まった祭りと言われ、津
貫中間太鼓踊、干河区豊祭太鼓踊が奉納しました。
　津貫の太鼓踊は、小太鼓２人、鉦２人、大太鼓16人
で演じられます。
　奉納始めの小太鼓や鉦を連打する「ミッキ」、その後
に「前ニワ」、「後ニワ」の踊りが披露され、各集落を回
りました。

川辺枕崎

加世田知覧

宇治野広報委員猪谷広報委員

揚野広報委員 松山広報委員

　南九州市知覧町のコミュニティセンター知覧文化会館
と知覧体育館で11月２、３日の両日、知覧文化祭が開
催されました。
　文化祭では、「趣味で広めよう文化の絆」をテーマに、
展示部門・芸能部門が行われ、展示部門では、知覧の保
育園と小学生の絵や工作物、各公民館の作品が展示して
おり多くの見物客が見物に訪れました。
　芸能部門でも、多くの来場者が訪れ、両日とも賑わい
をみせました。
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2018年
12月

号
○

発
　

行
／

JA南
さ

つ
ま

　
○

編
 集

／
総

務
部

　
人

事
総

務
課

○
発

行
日

／
平

成
30年

11月
20日

郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 262 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

読者の皆様から寄せられた

ご意見・ご感想などを

ご紹介します

　ミルク豚汁食べたらすごく美味し
いでした。ありがとうございます。
�（南さつま市加世田　Ｎ．Ｔさん）

　レインボーニュースいつも楽しみ
です。広報委員の方々、ご苦労様で
す。また、さつま狂句でいつも癒さ
れています。11月号は最高におも
しろかったです。
� （南九州市知覧町　Ｈ．Ｕさん）

　毎月広報南さつまが届くのが楽し
みです。夫と２人競ってクイズを解
いています。脳トレです。
� （南九州市川辺町　Ｅ．Ｏさん）

2018 December 20
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南さつま市加世田

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総務部　人事総務課 TEL0993-58-7111 まで、ご連絡下さい。

大
おおたぶ

椨　靖
やすとも

友くん（６）

　靖友君は元気いっぱいな６歳の男の子
です。
　好きな食べ物はシチューで、将来の夢
はサッカー選手だそうです。

「生まれてきてくれてありがとう。
� 健康で元気に育ってほしいです」

大椨　康司さん・ひとみさん

　


